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＜２０２３年７～1１月：せたがや子育てネットの動き＞

2023年度秋号（No.5）

今、世田谷区では（実は全国中で）令和6年の児童福祉法改正の準備、こども条例の見直し、
そして令和7年スタートの計画づくりを控えて、さまざまなことがらを検討しています。
どこかで誰かがつくってる、と思えているうちは楽なんです。その人たちのせいにできるし、
文句を言うだけで済む。でもそれでいいのかな。
「ありたい社会」をみんなで語り合い、スパイラルに近づいていく感じを自ら実感していける
社会がいいなと思っています。世田谷で「区民版こども・子育て会議」を9年間続けているの
もそんな想いです。
小さいことでも、気づいたことを投げかけてみる。やってみる。だんだん仲間が増えていく。
意見が違うかもしれなくっても、話ができていたらいいな。もっともっとわかりあいたいと思
う。きれいな言葉だけでなく、実践してみてまた集まって、そこから新たな価値を創出しなが
ら、プロトタイプを作り続ける。
せたがや子育てネットは、来年で20周年を迎えます！来年の20周年をどう迎えるか……、
せたがや子育てネットも考え続けます。ぜひお仲間になってください！

◆ 『保育園入園 ポイントセミナー』 三茶おしごとカフェ他各ひろばにて開催（7月～10月）
◆両親学級が平日の各地域総合支所や児童館でも開始（7月～）
世田谷区写真ニュースや動画サイト『魅せます！せたがや』にて紹介（９月）

◆せたがや ふるさと区民まつり出展（8/5-8/6）
◆第2回 ティーンズオフ会実施(8/27)
◆地域インターンシップ世田谷 夏の体験ボランティアの学生を受け入れ（７月～９月）
◆第2回 区民版子ども・子育て会議＠成城ホール（9/7）
 テーマ：＜子どもたちをとりまく「遊びの環境」を考える

～地域の大人が果たすべき役割とはなにか!?～＞
◆令和5年度 保育サポーター養成講座 開催（６月～9月）
◆世田谷区報にぶんぶくテラマチが紹介される（9/15号）
◆里親研修（６/18、7/２、10/6）、里親演習（7/9、10/14）実施
◆第３回 こども天国＠経堂コルティ（10/26)
◆赤ちゃんとのふれあい体験授業実施（尾山台中：7/5、オリエンテーション：10/30、
上祖師谷中：10/30、11/1、11/8）、深沢中（11/20、11/22）、芦花中（11/29）
◆子育てタクシー研修をおでかけひろばおりーぶ、ぶりっじ@rokaで実施（10月）
◆第15回 せたがや区民福祉学会@東京農業大学において
烏山地域・寺町区民集会所で活動する『ぶんぶくテラマチ』事例を発表（11/11)

◆『地域防災はじめの一歩』＠UR芦花公園団地を４年ぶりに実施（11/23)

＜登壇・取材・寄稿＞
◎里親イベント(里親カフェ)
烏山地域子育て支援コーディネーター  松本登壇（10/21）

◎葛西臨海水族園ユニバーサルデザインワークショップ
玉川地域子育て支援コーディネーター  バンシ参加（11/14）

◎生活協同組合研究 2023年10月5日号
代表理事 松田寄稿

◎子どもNPO白書2023 第3号
代表理事 松田寄稿

「ありたい社会」への「接近」を続ける勇気

代表理事 松田妙子

魅せます！せたがや

ぶんぶくテラマチ



両親学級の平日開催が、始まりました！

地域インターンシップ世田谷（７月～９月）開催！
実際にインターンに参加した学生の皆さんの感想をご紹介します！

土日休日、およびオンラインでの実施から始まった両親学級は、７月より平日の
各地域総合支所での実施に加えて、児童館での実施も始まりました。

どの会にも共通しているのが地域からのファシリテーターが各グループにいるこ
と。妊娠・出産にむけての講座、栄養調査、沐浴・抱っこの実習に加えてグループ
タイムを妊婦さんとパートナーに分かれて実施したり、地域の子育て情報をお伝え
しています。産前・産後のセルフケア講座や地域のおでかけひろばにも、妊婦さん
の参加が増えており、妊娠期から地域に足をむけるきっかけとなっています。

「10代の子たちが自由に過ごしたり、おしゃべりしたり、のびのびできる場所があっ
たらいいね」「大人に伝えることをあきらめていることさえ気づかないくらい、“あき
らめる”が当たり前になっている子が、あきらめなくていい、と思えるような場がつく
れたらいいね」…という想いで始まったティーンズオフ会。世田谷区の３地域をまわっ
て開催しました。その日たまたま集まった人たちでごはんを作って食べたり、おしゃべ
りをしたり、ゲームをしたり、だらだらしたりしています。これまでのメニューは、カ
レーにたこ焼き、お好み焼き。焼き焼きしながら自然と生まれるやりとりの中で、「初
めまして」の子どもたちも少しずつ馴染んできました。

地域が違えど目指して来てくれる子がでてきたりもして、「ここは同じ学校じゃなく
ても仲良くなれるからいいよね」なんて、そんな声も聞こえてきています。

＜＜ ティーンズオフ会 ＞＞

インターン活動を通して私は現代社会において、人と人との繋がりは強く存在していることを実感しま
した。感染症の影響で自粛生活が続いたり、少子高齢化が進んだりと、さまざまな要因で地域との関わり
は減少しているのだと思い、世田谷区に7年間住んでいる自分自身も地域で人との繋がりを感じることは
少なかったです。しかしインターンで乳幼児のお母さんたちとお話をする中で、区内には子育て世帯向け
の団体が多くあることや、他の子育て世帯や支援団体との繋がりがどれほど重要なのかを知り、自分が見
えていないだけで人と人との繋がりというのは世田谷区という大きなコミュニティにも強く存在している
のだと実感しました。また、このことに気づくきっかけを作ってくださった方々に感謝しています。 

私はインターンの活動を通し、普段の生活において新たな視点を持てるようになったと感じています。
歳を重ねるにつれ、乳幼児や子育て世代の方々と関わる機会が減り、今までであれば地域で見かけた際も
「小さい子は可愛いな」と少し客観的な立場であったように感じます。しかし、活動で子育て世代の方々
から直接、子育ての楽しさと難しさを聞いてから、街中で子育て世代の方を見かけるとお話ししてくだ
さったことが自然と頭に浮かんできて、自分にもできることはないかなと考えるようになりました。
また、子育て世代の方のサポートをしているせたがや子育てネットの皆さんの存在は大きく、必要不可

欠なのだなと感じる場面も活動の中で多数見られました。皆さんのお話ひとつひとつが私の経験によい影
響を与えてくださり、感謝しています。 

インターン活動を通して私は現代社会において、人と人との繋がりは強く存在していることを実感しま
した。感染症の影響で自粛生活が続いたり、少子高齢化が進んだりと、さまざまな要因で地域との関わり
は減少しているのだと思い、世田谷区に7年間住んでいる自分自身も地域で人との繋がりを感じることは
少なかったです。しかしインターンで乳幼児のお母さんたちとお話をする中で、区内には子育て世帯向け
の団体が多くあることや、他の子育て世帯や支援団体との繋がりがどれほど重要なのかを知り、自分が見
えていないだけで人と人との繋がりというのは世田谷区という大きなコミュニティにも強く存在している
のだと実感しました。また、このことに気づくきっかけを作ってくださった方々に感謝しています。 

せたがや ふるさと区民まつり

では、インターン生が大活躍！

おでかけひろばでも、たくさん

の親子とふれあいました♪
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□

『ホームスタート ぷちぷち』 ついに始動！

●●●●

せたがや子育てネット発のホームスタート事業『ぷちぷち』が、いよいよ始まりま
す！ホームスタートとは、乳幼児のいるか家庭に研修を受けた地域の子育て経験者が無
償で訪問する家庭訪問型子育て支援ボランティアのこと。「傾聴」（親の気持ちを受け止
めて話を聴くこと）と「協働」（親と一緒に家事や育児、外出などをすること）を大切にし、子
育て家庭の孤立化解消を目指す支援です。

『ぷちぷち』は、フランス語の小さい意味のpetit（プチ）と、緩衝材のプチプチから。
「小さいところから始めよう」、そして「プチプチをつぶすストレスレス」という意味
を込めて名付けました。ただいま、初ビジター養成講座開催に向けて、絶賛準備中！
ぜひ今後の活動にご注目ください！

＜みなさまにおしらせ＞

●《今後のすくすくコンパス スケジュール》
・２月10日（土）西川正 氏：お父さんの子育ての関わり方
・３月９日（土）村瀬幸浩氏：おうち性教育

※時間は各回10時～12時、参加無料、要申込。詳細は、世田谷区教育委員会「すくすくコンパス」で検索。
当日は、お子さんを連れて受講できるスペースがあります。プレママ・プレパパの方も参加可能です。

●次回の『区民子ども・子育て会議』は、2024年１月15日（月）＠三茶しゃれなぁどホールを予定しています。
詳細決まり次第、ご案内いたしますので、ぜひご予定ください！

●せたがや子育てネットのメールニュースは、2023年12月号を持ちまして終了いたします。今後は、せたがや
子育てネットが運営する子育て総合サイト『せたがや子育てライフ』のホームページ、およびInstagramで
子育て情報を発信していきますので、引き続き、よろしくお願いいたします。

区内の中学校に出向き、赤ちゃんとのふれあい体験を行う『赤ちゃんを連れて学校へ行こ
う！』の後期日程がスタートしました。上祖師谷中では6クラス、深沢中では4クラス（いずれも
中学3年生）の生徒が、生後2カ月～1歳までの赤ちゃんを抱っこしたり、保護者から子育ての
話を聞いたりするなどし、赤ちゃんのいる生活について学びました。大泣きする赤ちゃん、生徒
の腕のなかですやすや眠る赤ちゃん、寝返りを披露する赤ちゃん…赤ちゃんにもそれぞれ個性
があることを身をもって体感し、生徒のみなさんにとって貴重な学びの時間になったようです。
12月には、芦花中、玉川中、東深沢中、奥沢中での授業を予定しています。

11月23日に芦花公園団地の中央広場で「地域防
災はじめの一歩～美味しい炊き出し体験～」を開
催しました。当日は、かまどベンチを使って焼き
芋や焼きリンゴを作ったり、ポリ袋を活用したパ
ンやパスタの調理など、さまざまな防災体験を行
いました。そのほか、防災食の試食や水消火器の
体験、さらしを活用したおんぶ講座なども実施し、
地域のみなさんといっしょに、「もしも」の時の
備えを確認しました。地域に暮らす私たちが顔の
見える関係となり、災害時に助けあい、互いを思
いやれるようになるといいですね♪

『赤ちゃんを連れて学校へ行こう！』 後期日程がスタート！

奥沢の住宅街にあるおでかけひろばおりーぶ。普
段は、妊娠期から未就園児までを対象に、フリー来
室でひろば開放しています。おりーぶでは、地域の
方も交えてみんなで楽しむ『おりーぶくる来る交流
会』を年4回実施しています。お互いに、さまざまな
モノやコトを持ち寄って、譲ったり貰ったりの交流
会。育児用品やベビー服、絵本などのお下がり交換
が毎回盛況です。地域情報の提供やレクリエーショ
ンのお披露目も歓迎です。

次回は、12月2日（土）10時〜15時

くる来る交流会
～おでかけひろば おりーぶ～

地域防災 はじめの一歩！
～おでかけひろば ぶりっじ@roka～



せたがや子育てネットにジョインして、子育て環境を一緒につくりませんか？

子どもの名前をたくさん知っている大人や、ちょっとしたことでも地域に関心や役割を持つ人が増えると、

子どもを通じて街が豊かになります。一緒に地域の子育て環境をつくりませんか？

正会員  ： 入会金なし、年会費 3,000円（個人）10,000円（法人）

賛助会員 ： 入会金なし、年会費 3,000円（個人） 10,000円（法人）

新連載！～オール世田谷の仲間たち～

NPO法人子育て支援グループamigo（以下、amigo）は「一緒に楽しく子育てしよう
よ！」を合言葉に、世田谷区松原を拠点に産前産後に特化した子育て相互支援グループ
として2001年から活動しています。2008年に「おでかけひろば＠あみーご」をスタート
し、2018年に馬事公苑のほとりで「おでかけひろばULALA」も加わりました。北沢地域
の利用者支援事業、産前産後のセルフケア講座に関わったり、病気や障害・発達特性の
ある子どもと家族向けの活動「arTeaTreaTあーといーとりーと」「馬事公苑界わいコ
ミュニティデザインプロジェクト（愛称bajicoバジコ）」「桜丘ポットラックガーデ
ン」の運営や「さんぽの会」「プレーリヤカー」「amigoの親子リズム」なども。

そして、2023年秋には梅ヶ丘駅前に新拠点を開きました。梅ヶ丘の拠点は「publico
パブリコ」といいます。あの子もこの子もみんなの（pubulic）の子（co）という意味
を込めた名前です。子育て中の方に限らず老若男女のための場でありたいと願うと同時
に、どんな方にも子どもや子育てに温かい気持ちを持ってもらえたらいいなと考えてい
ます。フラリと立ち寄れる”まちの縁側”から始まり、スタジオ・ライブラリー・キッ
チン・シェアBOXなどの機能を持つ場所です。この10月にようやくお披露目できるまで
に至りました。足を運んでくださる方と一緒に育ててゆきたいと考えています。梅ヶ丘
にお越しの際にはぜひチラリと覗いて、フラリとお立ち寄りください！

『ボランティアが学生の居場所に』

せたがや子育てネットには不思議な包容力があると思います。それはスタッフのみな
さんのお人柄から醸し出されていて、サービスの利用者さんだけでなく、ボランティア
の気持ちもほぐしてくれます。私は駒澤大学のゼミ学生と一緒に、フードパントリーや
まーぶる文庫宿題タイムなどの活動に、ボランティアとして少しだけ参加させていただ
いていますが、活動後の学生たちの表情はとても柔らかいです。

狭いスペースの中で、細かな手作り作業をみんなで協力して進めていくことが、きっ
と新鮮なのでしょう。アルバイト代がなくても、社会との大事な関わり方を体感できる
のだと思います。素敵な居場所を作っていただき、ありがとうございます。

NPO法人 子育て支援グループamigo

駒澤大学 明石ゼミのみなさん×「フードパントリー」×「まーぶる文庫★宿題タイム」

【編集後記】新連載～オール世田谷の仲間たち～が始まりました。ご寄稿いただいた皆さま、ありがとうございます。

先日オープンしたばかりのパブリコにお邪魔してきました。子育てにまつわる様々な活動が広がりそうで、楽しみな
空間です。Instagramでは、毎日おいしそうなおやつが投稿されていて、いつもお茶しにいきたくなっちゃいます♡ （I）

駒澤大学 経済学部 現代応用経済学科教授 明石英人

「せたがやこどもフードパントリー」は、せたがやの子どもの食の応援プロジェクト
です。2020年4月～2023年3月末までに135日間338回、のべ約25700食を提供し、現在も未
就学から高校生世代まで約220家庭400人の子どもたちが利用しています。

今年も子どもたちやそのご家族が健やかに過ごせますよう、みなさまのご支援をよろ
しくお願いします。ご寄付の詳細については、ホームページにて記載しております。ご
協力よろしくお願いいたします。

せたがやこどもフードパントリーからお知らせとおねがい
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